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今回の話

手元にhigh-quality beam のテストファシリティー

がほしい！！

今までは可能性がなかったが、現在進行中の３リ
ング同時入射プロジェクトでＰＦＢＴにパルスベン
ドが来年秋に導入される

最大で２５Ｈｚ（２．５ＧｅＶ）， ≈１８Ｈｚ（３ＧｅＶ）の
ビームをいつも使えるようになるか？

テストファシリティーとして実用的



１、～ps（＜1ps) 領域のshort pulse beam のハンドリング
Beam 圧縮 （Linac BCS, +PFBT をシケインとして利用)
Isochronous optics のstudy,
Diagnostics のテスト、開発

High-precision single-pass BPM
fs streak camera, CSR interferometer
ICSR intensity interferometer
Opto-electroronic method 

Beam position の安定化
Ｓｕｂ pｓでの同期システムの開発テスト

２、Low-emittance Gun （主にＬｉｎａｃ）
Ｌｏｗ ｅｍｉｔｔａｎｓ： First-order spatial coherence,
Ｓｈｏｒｔ ｂｕｎｃｈ： First-order frequency coherence
が同時によいビームの開発



PF Beam Transport line









25m BH32



PFBTでのShort pulse beam 開発の可能性に
ついて

Ｒ５６の補正

現状での｛ＢＴ改造後の）可能性

Ｒ５６≅１ｍ

BT opticsのIsochronous化は現状のマグネット
配列でも可能でありそう。

Ｒ５６≅０ｍ



V3_5 Optics R56=1.0 (m) BK-BH31間



εx=εy=150 (nm*rad)

BK 入口

σz=0.99 (mm)=3.3 (psec)
σε=1.0 x 10-3



BH31 入口

σz=1.4 (mm)=4.2(psec)
σε=1.0 x 10-3

εx=εy=150 (nm*rad)



V3_5 Optics R56=0.0 (m) BK-BH31間



εx=εy=150 (nm*rad)

BK 入口

σz=0.99 (mm)=3.3 (psec)
σε=1.0 x 10-3



BH31 入口

σz=0.99 (mm)=3.3(psec)
σε=1.0 x 10-3

εx=εy=150 (nm*rad)



BT全体をＢＣＳとした場合

Ｒ５６≅０．３m、

入射ビーム バンチ長３pｓ

エネルギー広がりを １０－３、ｋ=-3.3



V3_5 Optics R56=0.3 (m) BK-BH31間



εx=εy=150 (nm*rad)

BK 入口

σz=0.99 (mm)=3.3(psec)
σε=3.5 x 10-3  k=-3.3



BH31 入口

εx=εy=150 (nm*rad)

σz=0.31 (mm)=1.0 (psec)
σε=3.5 x 10-3



Ｒ５６=０．1m、
入射ビーム バンチ長３pｓ

エネルギー広がりを１０－３、ｋ=-10.0

T566 を６極電磁石で補正する



V3_5 Optics
BK-BH31間
R56 =0.1 (m)
T566=-5.63(m)



εx=εy=150 (nm*rad)

BK 入口

σz=0.99 (mm)=3.3(psec)
σε=10.0 x 10-3  k=-10.0



BH31 入口

εx=εy=150 (nm*rad)

σz=0.87 (mm)=2.9(psec)
σε=10.0 x 10-3



V3_5 Optics
BK-BH31間
R56 =0.1 (m)
T566=-0.11(m)

SX K2=0.07 (m-2)



BH31 入口

εx=εy=150 (nm*rad)

σz=0.17 (mm)=0.57(psec)
σε=10.0 x 10-3 T566 Correction



タイムテーブル

２００５年夏 ＢＴ ＢＨ３２にdiagnostics beam line をインストールの放射光を地下
に持ってきて横方向、縦方向のビーム診断を出来るようにする。

２００５年秋－２００６年夏前 予備的なスタディー

２００６年夏 ＢＨ３２の下流にダンプラインをインストール

ＱＣ２の上流に６極電磁石を設置

２００６年秋以降 パルスベンドが立ち上がり以降本格的スタディー

？年 Ｌｏｗ-ｅｍｉｔｔａｎｃｅ Ｇｕｎ

ユーザーが差し当たり光を見てみたければ、例えばＰＦリングに入射して一番近い
挿入光源Ｕ＃２

とか近く建設予定と聞いている＃３とかで光を出すことは可能であろう。

？年 ある程度のビームが出るようになったら挿入光源のラインをＢＨ３２のあとに
伸ばすか。



ユーザーが差し当たり光を見てみたければ、例えばＰ
Ｆリングに入射して一番近い挿入光源Ｕ＃２７，Ｕ＃２
とか近く建設予定と聞いている＃３とかで光を出すこと
は可能であろう。（ＰＦリングはisochronousではないか
ら 、すぐにビームは伸びるであろう。リングにグルッとま

わして見ることは出来ない）。

？年 ある程度のビームが出るようになったら挿入光源
のラインをＢＨ３２のあとに伸ばすか。
この場合ＰＦ入射との整合性をとるためにＰＦ入射用に
パルスベンドを入れる必要あり。


